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 本論は、西夏語・漢語対訳碑文として名高い「涼州感通塔」碑文を「西夏文字として」

発見したのは誰か、西夏銭の文字を西夏文字と認めたのは誰か、を考証学的に検討しつつ、

碑文の内容・題額の解釈、清代人文学者の動向にも触れる、多岐に亘る内容の論考である。 

 １節では、長田先生と西夏学との出会いという興味深い個人史に続いて、西夏学と日本

学というユニークな内容が語られる。2 節は現甘粛省武威県に所蔵される「涼州感通塔碑」

の概説、及び題額の西夏文の解釈である。3 節では感通塔碑「発見者」張澍の事跡、その生

年に関する考察が述べられる。4 節では張澍と関係の深い進士とその業績を詳述する。5 節

は感通塔碑発見の経緯であり、同碑文と西夏銭を「西夏文字として発見した」のは誰か、

が 6 節で考察される。7 節は碑文の内容、阿育王説話と張天錫説話からなる造塔由来記につ

いて、また、西夏における「頭黒」「面赤」の問題を扱う。8 節は「感通塔碑」が建てられ

た寺の名称に関して、大雲寺が清応禅寺と混同された事情についての論考である。終節で

は、先生のご逝去により惜しくも実現しなかった、今後の課題が記される。 

 感通塔碑は、近代西夏学初期から注目されてきた資料であり、「感応塔碑」という呼称が

定着している。これに関して補足しておきたい。本論中、題額の解釈について、各氏の見

解を紹介する部分がある。先生の用いられる繰り返し記号（〃）の指示範囲がやや不明瞭

であり、一部誤引用と見受けられかねないため、原著作から再引用したい。なお、西夏文

と評者による推定音表記も同時に示しておく。 

 西夏文   辻    曝 妲  絛  辷  桀  餐  麼   廨 歿 荏 杉 云 蔡 

 推定音   1phyon 2be: 2lhe? 2lenq 1'onq 1lo:n 1ceu: 2myeq'2 2je: 2bI 2du: 1'e:  1la 2'wI:r 

 羅福成   白上国護寺涼州感応－塔之碑文   （羅 1930: 159） 

 西田    白上の大国土，涼州感応塔の碑文  （西田 1964: 161） 

 陳炳応   大白上国境涼州感通塔之碑銘    （陳 1985: 110） 

 ネフスキー 白高(上)国大円(土)涼州感通塔之碑文（Невский1960, vol.2: 319 etc.） 

 長田    白高国大圏涼州感通浮図之碑文 

 先生は 歿荏 2bI 2du: の訳を「浮図」とし、サンスクリットの buddha を音写したものと

捉える。ただし、そもそも西夏語の漢字逐字訳には無理がある点、対訳と逐字訳というレ

ベルの異なる訳の併記となっている点は指摘しておかねばなるまい。 



 碑文の内容の一部は、7 節で示されている。実は、二言語対訳といっても、大まかに共通

する内容であるだけで、西夏語と漢語部分は大きな隔たりがある。先生の例示した部分（原

文ママ）を、読者にわかりやすいよう併記して示そう。西夏語原文は筆者が追記した。 

漢文 

張軌称制（中略）時に人有りて、天錫に謂いて曰く「昔阿育王仏舎利を奉じて塔を遍く世

界中に起こせり、今の宮は乃ち塔の故基の一なり。」と。天錫遂に其の宮を捨てて【寺】を

為
つく

る。 

西夏語訳 

張軌の孫天錫王座を受くるや{出来}、則ち宮殿を捨てて{出来}、精巧なる匠人を招き寄せ

{過来}七層の浮図を為
つく

れり{将来}。 

西夏語原文 

剰忽杉剰煽穗渣淤冂訐超爆擘冂泡 金假漬皰篠棯 葆莊歿荏嫉豕 

 西夏語原文に付した下線  は先生が「方向を表す前置の助動詞」とした要素（形式的

には動詞接頭辞。｛ ｝に機能が示される）、波線  は動詞である。碑文の内容・表現に

ついて漢語・西夏語が著しく異なること、先生も指摘されるように西夏語独自の文法要素

が頻出することが見て取れよう。 

 考証学という側面、また多岐にわたる史学方面の論説については評の及ぶところではな

いが、碑文の漢語部分ではなく、西夏文面を精読し、西夏語独自の語法・文法に則した解

釈を取り入れる姿勢など、示唆に富む論考の一つである。 
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